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臨床研究に関する情報公開文書 
「２社のC反応性蛋白測定試薬の基礎的性能評価と比較検討」
についてご協力のお願い 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
【対象】に該当すると思われる方で、本調査研究に関するご質問や調査の対象となることを希望 
されない場合は、下記問い合わせの研究責任者までお申し出ください。 
 

１．研究の対象 
2026年 9月 14日～2026年 12月 20日に当院で血液検査を受けられた方 

 
２．研究目的・方法  

C反応性蛋白（C-reactive protein：以下CRPとします）は細菌感染症、組織障害、炎症
性疾患の鋭敏なマーカーとして日常検査で用いられたり、近年では冠動脈疾患との関係も注目さ
れています。よってCRPは緊急検査として使用されることが多い血清マーカーになっています。検査
試薬で測定可能な検査値の範囲が決まっており、低濃度域から高濃度域まで測定可能な試薬
で検査することで、微細な炎症を早期に発見でき、また感染症及び慢性炎症性疾患の臨床評
価において、より適切な治療を受けることにも繋がります。測定可能範囲を超えた場合には、結果
報告に2倍の時間がかかることから、臨床への迅速な結果報告に繋げられる測定範囲の幅広い
試薬開発が望まれていました。近年、低濃度域から高濃度域まで測定できる検査試薬が発売さ
れたため、2社のCRP測定試薬の基礎的性能評価と比較検討を実施いたします。 

  

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：院内規定による患者さんの血清保存期間（2週間）を超え、廃棄処分が決定した血清 

情報：病歴、血液検査、生理学検査、病原微生物検査 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、 

研究計画書 及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

研究責任者：松井 宏人 

所属：倉敷成人病センター 診療支援部 臨床検査技術科 

住所：岡山県倉敷市白楽町 250 

電話番号：086-422-2111  (代表、平日 9時から 17時) 

FAX番号：086-422-4150  (代表) 
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